


凡
例

◎
本
書
に
使
用
す
る
年
号
は
西
暦
で
統
一
し
た
。

◎
本
書
に
引
用
し
た
古
文
書
・
文
献
史
料
・
家
譜
な
ど
は
誤
字
や
脱
字
を
含
め
て
原
文
通
り
と
し
た
。

明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
の
場
合
は
「
マ
マ
」
と
振
り
仮
名
を
入
れ
た
。

◎
変
体
仮
名
の
「
者
（
も
）」「
江
（
へ
）」「
而
（
て
）」「
茂
（
も
）」「
与
（
よ
）」「
里
（
り
）」
な
ど

は
文
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
、「

」（
よ
り
）
も
引
用
文
の
ま
ま
用
い
た
。

◎
引
用
し
た
原
文
に
現
代
語
訳
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
石
垣
市
史
編
集
課
主
事
の
得
能
壽
美
氏

に
要
約
を
お
願
い
し
た
。

◎
家
譜
か
ら
の
写
し
な
ど
の
場
合
、
複
数
回
の
複
写
や
複
写
の
際
の
誤
写
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

特
に
人
名
に
つ
い
て
は
漢
字
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
も
の
も
文
字
を
合
成
し
て
「
作
字
」
し
た
。

◎
本
文
内
の
引
用
文
献
の
か
っ
こ
内
は
（
発
行
年
／
発
行
者
）
と
し
た
。
ま
た
、
人
名
に
つ
い
て
は

西
暦
で
か
っ
こ
内
に
（
生
年
〜
没
年
）
を
付
し
た
。

例
＝
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
（
一
五
八
四
〜
一
六
六
一
年
）

◎
家
譜
紛
失
で
本
家
と
の
関
係
が
不
明
の
と
き
は
、
八
重
山
蔵
元
廃
止
（
一
八
九
七
年
）
頃
の
住
所

や
当
時
の
姓
名
を
参
照
し
、
同
一
姓
で
隣
に
屋
敷
を
構
え
て
い
る
場
合
な
ど
は
分
家
と
し
た
。

◎
家
譜
紛
失
者
の
世
代
、
家
族
構
成
に
つ
い
て
は
他
の
家
譜
な
ど
か
ら
調
査
し
た
。

◎
分
家
し
た
者
に
つ
い
て
は
新
た
に
図
式
化
し
た
。

◎
嗣
子
（
養
子
）
の
各
世
に
つ
い
て
は
家
譜
の
記
載
に
従
っ
た
。

◎
八
重
山
蔵
元
廃
止
後
に
大
和
風
の
名
前
に
改
め
る
女
性
が
多
く
、
ま
た
除
籍
簿
と
の
不
一
致
も
あ

る
が
、
通
常
呼
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
名
前
を
採
用
し
た
。

◎
戸
主
に
は
「
○
」
印
を
付
し
、
妻
・
婿
養
子
は
「（

）」
で
括
っ
た
。

◎
巻
末
の
「
山
陽
姓
『
長
』
の
名
乗
り
録
」
で
、
童
名
・
仁
也
名
・
生
没
年
・
享
年
・
最
終
役
職
名

が
空
白
の
部
分
は
、
家
譜
に
記
載
が
な
い
場
合
（
紛
失
）
や
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
な
か
っ
た

も
の
（
最
終
役
職
は
無
役
も
含
む
）。

◎
本
書
に
記
載
し
た
住
所
氏
名
は
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
「
四
三
　
地
籍
簿
」
を
参
考
に
し
た
。
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那礼当の妹、真乙姥の神御墓が格上げされた真乙姥御嶽

山陽姓長光の先祖、那礼当一族が統治し居住していた美良底村跡・ビロースク遺跡



川
良
山
大
浜
の
主

山
陽
氏
十
一
世

尊
敬
し
て
や
ま
な
い

長
年
の
調
査
研
究
の
成
果
を
『
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ

ラ
の
乱
と
山
陽
姓
一
門
の
人
々
』
と
し
て
上
梓
さ
れ
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
山
陽
姓
一
門
に
と
っ
て
こ
れ

ほ
ど
の
感
謝
の
念
は
な
く
、
一
門
の
一
人
と
し
て
衷
心
よ
り
讃
辞
を
お
く
り
最
大
の
喜
び
と
し
た
い
。
永

亘
氏
は
嘉
善
姓
の
出
身
だ
が
『
嘉
善
姓
一
門
と
八
重
山
歴
史
』
を
一
九
八
九
年
に
著
し
、
母
系
は
山
陽
姓

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
嘉
善
姓
と
山
陽
姓
を
継
ぐ
永
亘
氏
に
よ
っ
て
両
書
の
研
究
出
版
さ
れ
た

経
緯
は
、
因
果
に
富
み
運
命
的
で
さ
え
あ
る
。
あ
の
八
重
山
学
の
父
、

出
自
の
嘉
善
姓

研
究
未
完
の
ま
ま
に
し
て
、
永
亘
氏
が
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
功
績
は
特
筆
に
値
す
る
と
言
え
る
。
本
書
の

調
査
研
究
は
想
像
以
上
に
労
苦
を
要
し
た
と
考
え
ら
れ
、
ち
密
丹
念
に
系
図
を
調
べ
、
関
係
者
を
訪
ね
位

牌
調
査
も
不
可
避
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
心
か
ら
敬
服
し
こ
の
労
作
が
今
後
の
八
重
山
研
究
に
貢
献
さ
れ
ん

こ
と
を
祈
念
し
た
い
。

川
良
山
入
り
口
に
「
枯
華
微
笑
」
と
刻
ん
だ
頌
徳
碑
が
一
九
五
二
年
に
建
立
さ
れ
た
。
山
陽
姓
第
四
世

大
浜
親
雲
上
宮
平
長
延
を
顕
彰
す
る
た
め
、
宮
良
長
詳
氏
ら
山
陽
姓
一
門
が
総
力
を
あ
げ
建
立
し
た
も
の

で
、
当
日
の
式
典
祝
賀
会
へ
父
に
連
れ
ら
れ
幼
少
の
私
も
行
っ
た
記
憶
は
、
今
な
お
お
ぼ
ろ
げ
だ
が
、
消

え
て
い
な
い
。
宮
平
長
延
は
治
山
治
水
、
農
林
政
に
す
ぐ
れ
八
重
山
の
蔡
温
と
称
さ
れ
る
が
、
私
財
を
投
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じ
川
良
山
道
を
切
削
開
通
さ
せ
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
る
。
ま
た
宮
良
川
橋
を
建
設
し
た
の
は
祖
父
・
宮

良
長
重
で
、
そ
の
頌
徳
碑
は
宮
良
川
の
た
も
と
に
建
っ
て
い
る
。

宮
良
長
詳
氏
は
九
州
大
学
医
学
部
出
身
の
医
師
で
、
八
重
山
支
庁
長
も
勤
め
た
が
、
自
身
山
陽
姓
へ
の

こ
だ
わ
り
は
有
名
で
あ
っ
た
。
宮
平
長
延
頌
徳
碑
建
立
式
辞
で
、
特
に
山
陽
姓
一
門
へ
長
延
翁
を
「
川
良

山
大
浜
の
主
」
と
呼
称
す
る
よ
う
懇
願
し
、
厳
し
く
注
意
を
求
め
て
い
る
。
長
延
翁
の
生
涯
は
、
誠
実
、

高
潔
、
顕
著
な
勲
業
功
績
に
輝
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
は
策
謀
に
よ
っ
て
無
実
の
罪
を
背
負
い
獄
舎

で
自
ら
余
命
を
絶
ち
「
牢
屋
大
浜
の
主
」
と
俗
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
赦
し
て
な
ら
な
い
と
断
じ
、

「
川
良
山
大
浜
の
主
」
長
延
の
子
孫
と
し
て
正
義
あ
ふ
れ
る
言
辞
を
残
し
、
あ
の
世
の
長
延
翁
と
約
束
し

た
翁
の
無
念
を
今
こ
こ
に
晴
ら
さ
ん
と
長
詳
氏
は
叫
ん
だ
。

長
詳
先
生
に
診
て
も
ら
っ
た
時
、
山
陽
姓
の
子
だ
か
ら
医
者
に
な
れ
と
励
ま
さ
れ
た
思
い
出
が
今
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
生
誕
百
二
十
年
に
な
る
宮
良
長
包
の
父
、
長
英
と
私
の
曾
祖
父
・
長
光
は
兄
弟
で
、

彼
ら
の
父
・
長
恭
は
登
野
城
目
差
で
あ
っ
た
。
登
野
城
に
も
山
陽
姓
が
少
数
存
在
す
る
こ
と
と
関
係
深
い

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
山
陽
姓
の
一
族
は
新
川
村
に
多
数
住
み
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
一
族
の
発
祥
は
、
美

良
底
村
に
た
ど
り
つ
く
と
永
亘
氏
は
究
明
し
て
い
る
。
那
礼
当
が
山
陽
姓
の
始
祖
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

長
田
大
主
の
実
弟
、
那
礼
当
と
そ
の
一
族
た
ち
を
美
良
底
村
か
ら
た
ど
り
な
が
ら
、
山
陽
姓
の
人
々
と

出
会
う
時
空
を
旅
す
る
本
書
は
、
未
来
へ
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
続
く
。

（
石
垣
市
長
）



序
文
に
寄
せ
て

「
源

遠

流

長

み
な
も
と
は
と
お
く
な
が
れ
は
な
が
し

」
に
思
う

山
陽
氏
十
三
世
　
神
山
長
藏
（
在
・
那
覇
市
）

『
山
陽
姓
大
宗
長
光
家
譜
』
に
は
「
そ
れ
天
下
の
諸
家
の
正
統
は
一
門
の
綱
領
な
り
　
こ
れ
つ
ま
び
ら

か
に
す
れ
ば
　
則
ち
支
流
こ
れ
に
し
た
が
う
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
こ
の
綱
領
に
値
す

る

『
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
と
山
陽
姓
一
門
の
人
々
』
が
上
梓
さ
れ
た
こ

と
を
心
か
ら
喜
び
、
著
者
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

著
者
は
、
旺
盛
な
探
求
心
を
も
っ
た
考
古
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
母
堂
が
山
陽
姓
の
ご
出

身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
一
門
に
つ
い
て
調
査
研
究
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
本
書
は
、
ま
さ

に
労
作
だ
と
い
え
ま
す
。

私
は
、
平
成
三
年
に
沖
縄
県
八
重
山
支
庁
長
と
し
て
石
垣
に
赴
任
し
、
本
家
に
ご
報
告
に
ま
い
り
ま
し

た
。
当
月
（
四
月
）
に
清
明
祭
が
あ
る
こ
と
を
知
り
お
参
り
い
た
し
ま
し
た
が
、
昔
日
の
賑
わ
い
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
の
社
会
世
相
が
そ
う
な
の
か
、
ル
ー
ツ
を
た
ず
ね
先
祖
を
崇
拝
す
る
心
の
希
薄
さ

に
よ
る
も
の
か
と
思
い
め
ぐ
ら
し
た
次
第
で
す
。
石
垣
市
の
拙
宅
仏
間
に
は
「
源
遠
流
長
」
の
扁
額
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生
前
父
は
こ
れ
を
見
る
に
つ
け
「
先
祖
は
遠
く
に
お
わ
し
、
子
孫
は
永
遠
に
栄
え

行
く
も
の
だ
」
と
諭
す
よ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
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家
譜
序
文
に
は
「
こ
こ
に
お
い
て
旧
記
・
伝
聞
等
を
た
ず
ね
　
ま
さ
に
本
家
の
根
源
を
究
め
後
世
の
子

孫
に
本
（
も
と
）
の
系
譜
を
知
ら
し
む
る
た
め
に
備
う
」
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
本
家
を
た
ず
ね

て
門
外
不
出
の
系
図
を
借
り
受
け
、
こ
れ
を
複
写
し
「
山
陽
姓
一
門
系
図
編
集
要
領
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
四
ヶ
字
の
有
志
に
お
集
ま
り
を
願
い
、
大
正
九
年
に
十
一
世
宮
良
長
智
翁
が
作
成
さ
れ
た
系
図

を
補
完
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
が
、
職
掌
柄
多
忙
で
そ
の
意
を
達
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
こ
と
が
気
掛
か
り
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

『
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
と

山
陽
姓
一
門
の
人
々
』
を
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
快
哉
で
あ
り
、
一
門
に
と
っ
て
も
名
誉

な
こ
と
だ
と
存
じ
ま
す
。

本
書
は
、
山
陽
姓
一
門
が
八
重
山
の
発
展
に
寄
与
し
た
様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
良
橋
の
た
も

と
に
あ
る
二
世
宮
良
長
重
翁
頌
徳
碑
や
バ
ン
ナ
公
園
入
り
口
に
あ
る
川
良
山
・
大
浜
主
宮
平
長
延
翁
頌
徳

碑
を
見
る
に
つ
け
、
先
祖
の
偉
業
を
誇
り
に
し
子
孫
へ
の
最
大
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、

益
々
ご
健
康
で
ご
研
鑽
を
積
ま
れ
学
績
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
と
、

併
せ
て
山
陽
姓
一
門
の
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
元
沖
縄
県
八
重
山
支
庁
長
）



出
版
を
祝
し
て

山
陽
氏
十
三
世
　
瀬
名
波
　
長
宏

昭
和
三
十
四
年
の
夏
、
石
垣
島
測
候
所
の
東
方
は
サ
ン
ゴ
礁
の
岩
塊
が
広
が
り
、
周
辺
に
は
竜
舌
蘭
が

群
生
し
、
畑
地
の
中
に
山
原
貝
塚
が
分
布
し
て
い
ま
し
た
。
早
稲
田
大
学
考
古
学
発
掘
調
査
団
の
中
に
数

人
の
学
生
帽
を
か
ぶ
っ
た
手
伝
い
の
少
年
た
ち
が
見
え
ま
す
。
大
浜
少
年
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

翌
年
の
昭
和
三
十
五
年
五
月
の
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
紙
上
で
は
、
早
稲
田
大
学
考
古
学
調
査
団
と
の
出

合
い
と
深
い
結
び
つ
き
が
紹
介
さ
れ
、
大
浜
少
年
の
考
古
学
へ
の
大
き
な
夢
が
果
て
し
な
く
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
考
古
学
に
魅
せ
ら
れ
、
大
き
く
羽
ば
た
い
た
大
浜
少
年
の
そ
の
後
は
、
八
重
山
の
考
古
学
界

の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
、
数
々
の
遺
跡
の
発
見
や
紹
介
等
で
、
第
一
人
者
と
し
て
の
存
在
を
ゆ
る
ぎ
な

い
も
の
に
し
て
い
き
、
万
人
の
評
価
は
極
め
て
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
私
も
琉
大
の
夏
期
休
暇
で
帰
省
中
で
あ
り
、
調
査
団
の
み
な
さ
ん
は
遺
物
の
鑑
定
（
特
に
貝
類

等
）
に
あ
た
っ
て
は
、
祖
父
・
長
宣
の
と
こ
ろ
へ
よ
く
訪
ね
て
来
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八
重
山
方
言
に

つ
い
て
の
調
査
で
も
来
訪
が
多
か
っ
た
の
で
、
結
構
私
も
祖
父
の
側
に
い
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、

高
校
の
教
師
の
か
た
わ
ら
、
学
究
と
し
て
の
あ
く
な
き
姿
勢
は
、
専
門
の
考
古
学
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関
連
の
数
多
い
論
文
発
表
を
な
し
、
ま
た
、
著
書
で
は
昭
和
六
十
三
年
に
出
版
し
た
『
嘉
善
姓
一
門
と
八

重
山
歴
史

〜
嘉
善
姓
一
門
世
系
図
〜
』
で
嘉
善
姓
一
門
の
ル
ー
ツ
を
探
り
、
八
重
山
の
歴
史
の
中
で
果

た
し
た
一
門
の
役
割
等
に
つ
い
て
詳
述
し
た
、
八
重
山
で
は
未
開
拓
の
分
野
で
の
著
述
で
し
た
。
ま
た
平

成
十
二
年
に
は
『
八
重
山
の
考
古
学
』
と
お
父
さ
ま
の

八
重
山
「
濱
の
湯
」
の
昭
和

―
』
で
そ
ろ
っ
て
第
三
回
日
本
自
費
出
版
文
化
賞
に
輝
く
な
ど
、
地
方
史
・
自
分
史
が
見
直
さ
れ
る
中
で

の
す
ば
ら
し
い
研
究
業
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
「
先
島
文
化
研
究
所
」
を
主
宰
し
、
意
欲
的
な
研
究
の
取
り
組
み
の
中
で
、
今
回
出
版
さ
れ
た

『
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
と
山
陽
姓
一
門
の
人
々
』
は
、
私
た
ち
山
陽
姓
を
名
乗
る
一
門

に
と
っ
て
は
、
大
き
な
贈
り
も
の
と
し
て
、
門
中
の
意
識
の
高
揚
と
結
束
を
強
め
て
く
れ
る
も
の
と
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

の
お
母
さ
ま
や
祖
母
が
山
陽
姓
一
門
の
出
と
い
う
、
些
細
で
見
過
ご

さ
れ
そ
う
な
中
か
ら
研
究
の
端
緒
を
開
か
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
大
宗
長
光
か
ら
数
え
て
十
三
代
、
瀬
名
波
家
で
は
七
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。
一
五
〇
〇
年
以
来
、

八
重
山
の
頭
職
は
約
百
名
が
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
栄
氏
（
大
宗
長
田
大
翁
主
信
保
）
と
山
陽
姓
が
そ
の

約
三
分
の
一
を
占
め
、
八
重
山
を
統
括
し
た
双
璧
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
わ
が
山
陽
姓
の
先
祖
の
社
会

事
業
等
に
お
け
る
事
蹟
も
八
重
山
の
歴
史
に
燦
然
と
輝
い
て
い
ま
す
。
栄
誉
あ
る
山
陽
姓
の
氏
子
の
一
人

と
し
て
、
昨
年
第
九
代
目
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
一
門
会
の
再
興
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
強
く
念

じ
て
い
る
矢
先
の
出
版
は
、
山
陽
姓
一
門
会
は
も
と
よ
り
、
研
究
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
格
好
の
学

術
書
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
出
版
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
山
陽
姓
一
門
会
会
長
）



「
山
陽
姓
一
門
」
の
歴
史
誌
に
謝
す

山
陽
氏
十
二
世
　
渡
久
山
　
長
輝

こ
の
度
、

の
ご
努
力
に
よ
っ
て
本
書
が
上
梓
を
み
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
が
山
陽
姓
氏
子
を
自
覚
し
た
の
は
、
戦
後
の
小
学
生
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
大
宗
家
兼
本
仁
也
家
の
お

墓
で
の
清
明
祭
の
時
で
あ
っ
た
。
母
の
す
す
め
で
、
男
兄
弟
が
そ
ろ
っ
て
、
お
墓
へ
お
参
り
し
た
。
門
中

一
同
、
長
老
の
合
図
で
礼
拝
し
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
達
に
は
、
持
ち
寄
っ
た
各
家
庭
の
料

理
を
頂
き
、
学
事
奨
励
と
し
て
、
鉛
筆
や
ノ
ー
ト
な
ど
の
学
用
品
を
く
だ
さ
っ
た
。
私
達
、
兄
弟
も
ア
ン

ノ
ー
の
宮
良
長
詳
叔
父
達
の
前
に
出
て
、
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
た
。

「
よ
く
勉
強
し
て
、
先
祖
の
名
前
を
あ
げ
な
さ
い
」
と
八
重
山
方
言
で
、
口
々
に
云
わ
れ
た
。

あ
れ
か
ら
何
年
も
た
っ
て
、
あ
る
祝
賀
会
の
席
で
弟
二
人
が
「
川
良
山
節
」
を
踊
っ
た
。
そ
の
歌
詩
に

は
「
川
良
山
ぬ
ね
ー
ぬ
ら
ば
、
山
道
ぬ
ね
ー
ぬ
ら
ば
」
と
あ
っ
た
。
母
は
、
こ
の
山
道
を
開
い
た
人
は
、

宮
平
長
延
翁
で
、
山
陽
姓
の
先
祖
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
、
名
蔵
中
学
校
（
旧
石
垣
嵩
田
分
校
）
で
教
員
を
し
た
と
き
、
こ
の
川
良
山
道
を
毎

日
、
自
転
車
で
か
よ
っ
た
。
夜
が
更
け
こ
の
帰
り
の
山
道
に
は
、
馬
や
馬
車
に
乗
っ
た
農
帰
り
の
人
が
、

ト
バ
ラ
ー
マ
な
ど
歌
っ
て
い
た
。
そ
の
度
に
私
は
、
川
良
山
節
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
。
遠
く
の
先
祖
に
想
　

序文



祖
に
想
い
を
い
た
し
な
が
ら
。
―
―
今
、
山
裾
に
記
念
碑
が
あ
り
、
宮
良
長
和
氏
が
お
世
話
さ
れ
て
い
る

と
き
く
―
―
。

か
ら
、
山
陽
姓
の
先
祖
は
「
那
礼
当
」
で
、
本
家
・
徳
山
の
後
の
長
田
大
父
墓
も
、

新
川
の
真
乙
姥
御
嶽
も
関
係
が
あ
る
と
教
え
て
下
さ
っ
た
。
先
生
は
「
山
陽
姓
一
門
の
系
図
」
を
作
成
す

べ
く
調
査
し
て
お
ら
れ
る
。
本
書
も
先
生
に
と
っ
て
大
切
な
学
問
研
究
で
し
ょ
う
が
、
私
達
一
門
に
と
っ

て
は
「
温
故
知
新
」
の
よ
き
手
本
で
あ
る
。

先
祖
の
有
難
さ
は
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
身
を
も
っ
て
識
ら
れ
る
。

本
書
も
き
っ
と
八
重
山
の
歴
史
の
み
で
な
く
、
私
達
に
大
事
な
生
き
方
を
示
唆
し
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ

う
。
感
謝
に
た
え
な
い
。中

央
教
育
審
議
会
委
員

全
国
退
職
教
職
員
生
き
が
い
支
援
後
援
会
理
事
長

（財）




